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＜審査結果の要旨＞  

 
１． 主論文について：早期理学療法から利用できる理学療法の効果判定指標として、基本動作指標

（ Basic movement scale；BMS ）が開発され、理学療法分野での普及が進められている。BMS に

ついての先行研究において、指標の信頼性や妥当性を明らかにし、臨床での使用が可能であるこ

とを示すことが主たる目的であった。今後は、理学療法における指標が必要性に関する検証に対

してより多くの早期理学療法場面の患者を対象に分析を進める必要があると考え、探索的因子分

析により明らかにすることを本論文の目的とした。論文提出者は、大腿骨頚部骨折症例および脳

卒中症例を対象に BMS および FIM の評価を分析対象に進めた。本論文結果より因子分析を中心に

項目の関係性を明らかにした結果、BMS は患者自身の基本動作能力を示す 1 次元構造の指標で

あったが、 FIM 運動項目は入院中の安全管理上の制限や転倒予防のための過介助が存在し本人

の身体能力以外の要素も含んだ多次元構造を有する指標であることが示唆された。患者の将来的

な能力改善のためには現状の最大能力と実行状況の把握が重要であり、患者の実行状況を把握す

る FIM 運動項目とともに患者の能力の評価を行う BMS による基本動作能力の測定指標を併用す

ることが有用であることを提言しており、評価指標の研究として高く評価できると考える。 

２．審査会は令和元年 11月 21 日に開催し、初回審査では目的と結論の整合性、論文書式の体裁、本

論文で着目した各指標と操作定義の説明、因子分析の解釈などについて論文の修正を求めた。12

月 26 日に実施した 2 回目の審査および翌年令和 2 年 1 月 6 日に再提出された論文で適切に修正さ

れ、論文の論証、体裁の修正も的確であったことを書類審査で確認した。 

３．各審査での口頭試問でも適切な回答であり、結果の解釈も修正論文にて的確に答え、いずれにお

いても指摘された内容において真摯に対応し適切な応答であった。 

４．以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに

十分な価値があるものと認めた。 
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